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Abstract: In The Tale of Getti,the usc example of Tarazu― form,Razu― form is fewer than that of Zariki―

forⅡl, Zaritsu― forⅡl, Zarikeri― formo Moreover, there is Tarazariki―form and Razariki― for]旺i that is the com―

pound type with auxiliary verb Ki in these. Judging fronl this respect, the deffrence of the function in the

sentence can be expected to be Zariki― forⅡl to Tarazu― form and Razu― form. In addition, Tarazu― form and

Razu― for]圧L iS little thing used with the end of sentence, and is different this respect fronl Zariki― fom。

Tarazu― form and Razu― form decide Tense of the sentence.In The Tale of Getti,Tarazu― form and Razu― form

is not accidence of the main female,and is thought to be accidence that shows that a negative state exists the

story specifically unlike Zariki― forΠl, Zaritsu―form and Zarikeri― form by doing Tensc and Aspect in a nega―

tlve expresslon.

要旨 :源氏物語でのタラズ形 とラズ形は,ザ リキ形・ザ リツ形 ・ザ リケリ形 と比較すると,その使用

例がす くない。また,こ れ らには助動詞キとの複合形である,タ ラザ リキ・ラザ リキ形がある。この

点か らすると,タ ラズ形 ・ラズ形 とザ リキ形 とでは,文中での機能のちがいのあることが予想 され

る。 さらに,タ ラズ形・ラズ形は文末で使用 されることがほとんどな く,こ の点で もザ リキ形などと

はことなってお り,文のテンスを確定 させる機能 もたないことがわかる。源氏物語でのタラズ形・ラ

ズ形は,ザ リキ形・ザ リツ形 ・ザ リケリ形 とはちがい,否定表現でのテンス・アスペク トをしめす主

要な語形でな く,物語のある時点のなんらかの否定的な状態 をしめす もの とかんが えられるのであ

る。

は じ め に

さきに,西田 (2007)に おいて,源氏物語のザリキ

形・ザリツ形・ザリケリ形の使用例の使い分けについ

て,検討おこなった。これらの語形は,いずれも,否

定表現でのテンス・アスペクトをしめすものであり,

それぞれ,ザ リキ形が過去の時点における否定的事

態,ザ リツ形が過去から継続 していた否定的事態の終

了,ザ リケリ形が話 し手の過去の否定的事態に対する

「感慨」をまじえた再確認の意味をになっていること

を指摘 した。

本稿でとりあげる,タ ラズ形とラズ形は,完了の助

動詞とされるタリとりに否定の助動詞ズが接続 したも

ので,お なじく否定表現でのテンス・アスペクトをし

めすとかんがえられるものである。

本稿では,以下,源氏物語におけるタラズ形とラズ

形の使用例を概観 し,その特徴について検討 していき

たい。なお,助動詞ズと同様 に文法的否定をあらわ

す,助動詞ジと接続助詞デもあわせて調査することと
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する。
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2 タラズ形 とラズ形 の使用 数

源氏物語でのタラズ形の使用伊1は ,連用形タラズが

12例 ,連体形タラヌが 14例 ,已然形 タラネが 1例 ,

タラザリキ形が 1例 ,タ ラザナリ形が 1例 ,タ ラザメ

リ形が 1例 ,タ ラヌナルベシ形 1例 の計 31例 であ

る。さらに,助動詞ジとの複合形タラジ形が 3例 ,接

続助詞デとの複合形タラで形が 1例 で,合計 37例 で

あるい
。

また,お なじく,源氏物語でのラズ形の使用例は
,

連用形ラズが 4例 であるが,終止形の可能性のある伊1

もある。連体形ラヌは 2例である。複合形ではラザリ

キ形が 2例であり,接続助詞デの下接 したラデ形が 1

例で,合計 9例である。

この使用例からすると, タラズ形・ラズ形ともに,

使用数がおおいものではないことが理解される。西田

(2007)の 調査での,ザ リキ形 152例 ・ザリツ形 46例

・ザリケリ形 178例 と比較すると,あ きらかに少数で

ある。

しかし,助動詞タリ・助動詞りの使用数自体はけっ

してす くないものではない。上田他編 (1996)別 冊の

データでは,源 氏物語中には,助動詞 タリが 4348

例,り が 3415例 ある。上記の否定形助辞との共起例

は,タ リが 37例 で 0.9%, りが 9例 で 0.3%で ,否定

表現での使用例が 1パーセントにもみたない。

それに対 して,助動詞キは 3155例 でうちザ リキ形

は 152例で 4.8%,助動詞ツは 1509例でうちザリツ形

は 46例 で 3.0%,助動詞ケリは 3637例 でザ リケリ形

は 178例で 4。9%である。これらの否定表現での使用

例は,3%か ら5%と ,あ る程度の使用比率 をしめ

る。

この点からすると,助動詞タリ・りは否定表現で使

用されること自体が例外的であり,その点では,キ ・

ツ・ケリとは,ま ったくことなる使用傾向であること

が理解される。

そこで,次章以下では, タラズ形・ラズ形の使用例

をあげて,そ の具体的な使用状況を検討 していくこと

とする。

3 タラズ形 ・ラズ形の使用例

3-1 タラズ形の使用例

以下, タラズ形とタラデ形とタラジ形の使用例を,
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その活用形ごとにあげる。

タラズ形―タラズ :12例

[1]皇子は,か くてもいとご覧ぜまほしけれど,かか

るほどにさぶらひたまふ例なきことなれば,ま かでた

まひなむとす。なにごとかあらむともおぼしたらず ,

さぶらふ人々のなきまどひ,上 も御涙のひまなく,な

がれおはしますを,あ や しとみたてまつ りたまへる

を, よろしきことにだにかかるわかれのかなしからぬ

はなきわざなるを, ましてあはれにいふかひなし。

(「桐壺」9-13)"

[2]斎 院は御服にてお りゐたまひにしかば,朝顔の姫

君は,かはりにゐたまひにき。賀茂の斎王には,孫王

のゐたまふ例おほくもあらざりけれど,さ るべ き女皇

子やおはせざりけむ。大将の君,年月ふれど,な ほ御

′亡ヽはなれたまはざりつるを,か う筋ことになりたまひ

ぬればくちをしくとおぼす。中将におとづれたまふこ

ともおなじことにて,御文などはたえざるべ し。昔に

かはる御ありさまなどをば,こ とになにともおぼした

らず, かやうのはかなしことどもを, まぎるることな

きままに,こ なたかなたとおぼしなやめり。

(「 賢木」347-9)

[3]御鼻の色ばか り,霞にもおとるまじくはなやかな

るに,御心にもあらず, うちなげかれたまひて, こと

さらに御几張ひきつ くろへだてたまふ。なかなか女は

さしもおぼしたらず,今はか くあはれにながき御心の

ほどをおだしきものに,う ちとけたのみきこえたまへ

る御さま,あ はれなり。 (「初音」771-4)

[4]そ のつぎつぎ,な ほみなついでのままにこそはと

世の人もおもひきこえ,后の宮 ものたまはすれど,こ

の兵部卿宮はさしもおぼしたらず,わが御心よりおこ

らざらむことなどは,す さまじくおぼしぬべ き御気色

なめ り。 (「匂兵部卿」1430-5)

[5]た のむにつけては,う らめしとおもふこともあら

むと,′亡ヽながらおぼゆるをりをりもはべりしを,み し

らぬやうにて,ひ さしきとだえをも,か うたまさかな

る人ともおもひたらず,ただ,朝夕にもてつけたらむ

ありさまにみえて,心 くるしかりしかば,たのめわた

ることなどもありきかし。 (「需木」56-4)

[6]も のよりおはすれば,ま づいでむかひて,あ はれ

にうちかたらひ,御ふところにいりゐて,い ささかう

とくはづかしともおもひたらず, さるかたに,いみじ

くらうたきわざなりけり。    (「 若紫」195-7)

[7]・……「森こそ夏のとみゆめれ"」 とて,な にくれ

とのたまふも,に げなく,人やみつけむと′亡ヽくるしき



を,女はさもおもひたらず/君 しこば手なれの駒のか

りかはむさかりすぎたる下葉なりとも/と いふさま
,

ぬ若人どもに,た はぶれごとなどのたまひつつ,あつ

さにみだれたまへる御ありさまを,み るかひありとお

(「帯木」63-7)こよなく色めきたり。

[8]御歯のおひいづるに, くひあてむとて,筍 をつと

にぎりもちて,雫 もよよとくひぬらしたまへば,「 い

とねぢけたる色このみかな」とて/う きふしもわすれ

ずながらくれ竹のこはすてがたきものにぞありける/
と,ゐ てはなちてのたまひかくれど,う ちわらひて,

なにともおもひたらず,い とそそかしうはひおりさわ

ぎたまふ。 (「横笛」1273-3)

[9]例 ならず,いそがしくまでたまひて,人 のうへに

みなしたるを, くちをしともおもひたらず,な にやか

やともろ心にあつかひたまへるを,大 臣は,人 しれ

ず,な まねたしとおぼしけり。 (「宿木」1729-12)

[10]ふ たりして, くるしともおもひたらず,い ひゐ

たるに,主は音もせでひれふしたり。かひなをさしい

でたるが,ま ろらかにをかしげなるほども,常陸殿な

どいふべ くはみえず,ま ことにあてなり。

(「 宿木」1783-14)

[11]「幸ひにうちそへて,な ほあやしうめでたかりけ

る人なりや。老の世に, もたまへらぬ女子をまうけさ

せたてまつりて,身 にそへてもやつしゐたらず,や む

ごとなきにゆづれる心おきて,こ ともなかるべき人な

りとぞききはべる」など,かつ御物語きこえたまふ。

(「少女」678-4)

[12]… …女はまして,すかされたるにやあらむ,あ

すあさてとおもへば,心あわたたしくいそがしきに,

こなたにも心のどかにゐられたらず,そそめきありく

タラズ形―タラヌ :15例

[13]中 将の君,御供にまゐる。紫苑色のをりにあひ

たる,羅の裳あざやかにひきゆひたる腰つき,た をや

かになまめきたり。みかへりたまひて,隅の間の高欄

にしばしひきすゑたまへ り。うちとけたらぬもてな

し,髪のさがり端めざましくもとみたまふ。

(「夕顔」110-5)

[14]ま た,ゐ ざりいでて,「かの障子はあらはにもこ

そあれ」とみおこせたまへる用意,う ちとけたらぬさ

まして,よ しあらむとおぼゆ。  (「椎本」1581-3)

[15]御 かたがたの人々,世の中におしなべたらぬを

えりととのへすぐりてさぶらはせたまふ。御心につく

べき御遊びをし,お ほなおほなおぼしいたつく。

(「本同彊量」27-13)

(「紅葉賀」255-7) もひきこえたり。

しう/な どあり。 (「 若紫」172-1)

[19]「 いで,あ なかま,た まへ。みなききてもはベ

リ。いといとほしげなるをりをりあなるをや。さる

は,世におしなべたらぬ人の御おぼえを。ありがたき

わざなりや」といとほしがる。

(「若菜上」H18-4)

[20]宮 は,春宮をあかずおもひきこえたまひて, よ

ろづのことをきこえさせたまへど,ふ かうしもおぼし

いれたらぬを,い とうしろめたくきこえたまふ。

(「賢木」363-5)

[21]「 あぢきなうもあるかな。たはぶれてにても,も

ののはじめにこの御ことよ。宮きこしめしつけば,さ

ぶらふ人々のおろかなるにぞさいなまむ。あなかし

こ, もののついでに,い はけなくうちいできこえさせ

たまふな」などいふも,それをばなにともおぼしたら

ぬぞあさましきや。 (「若紫」187-5)

(「東屋」1804-14) [22]姫宮はなにともおぼしたらぬを,御後見 どもぞ

やすからずきこえける。わづらはじうなどみえたまふ

気色ならば,そ なたもまして心くるしかるべきを,お

いらかにうつくしきもてあそびぐさにおもひきこえた

[17]… …おしのごひたまへる袖の匂ひも,い ととこ

ろせきまでかをりみちたるに,げによにおもへば,お

しなべたらぬ人の御宿世ぞかしと,尼君をもどかしと

みつる子どもみなうちしほたれけり。

(「 夕顔」104-3)

[18]尼上には/も てはなれたりし御気色のつつまし

さに,お もひたまふるさまをも,えあらはしはてはベ

らずなりにしをなむ。かばかりきこゆるにても,お し

なべたらぬ心ざしのほどをご覧じしらば,いかにうれ

まへ り。 (「若菜上」1074-12)

[23]大将の君,かの御車のあらそひをまねびきこゆ

る人のありければ,い といとほしううしとおぼして,

「なほ,あ たら,お もりかにおはする人の, もののな

さけおくれ,す くすくしきところつきたまへるあまり

に,みづからはさしもおぼさざりけめども,かかるな

からひはなさけかはすべきものともおぼいたらぬ御お

きてにしたがひて,つ ぎつぎよからぬ人のせさせたる

ならむかし。御息所は,心 ばせのいとはづかしく,よ

しありておはするものを,い かにおぼしうむじにけ

む」と,い とほしくて,ま うでたまへりけれど,……

(「葵」289-12)

[24]「 いさや。はじめよりしかいひよれることをおき中務などやうのおしなべたら
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て,ま たいはむこそうたてあれ。され ど,わ が本意

は,かの守の主の人柄もものものしくおとなしき人な

れば,後見にもせまほしう,み るところありて,お も

ひはじめしことなり。もはら顔かたちのすぐれたらむ

女のねがひもなし。品あてに艶ならむ女をねがはば
,

やす くえつべ し。されど,さ びしうことうちあはぬみ

やびこのめる人のはてはては,も のきよくもなく,人

にも人ともおぼえたらぬを見れば,す こし人にそしら

るとも,な だらかにて世の中をすぐさむことをねがふ

なり。守に,か くなむとかたらひて,さ もとゆるす気

色あらば,な にかはさも」とのたまふ。

(「 東屋」 1798-13)

[25]「 ……家の営みたてたらぬ人なむ,い にしへより

なりきにける。 したたかにか しこき方のえらびにて

は,その人ならでも,年 月のらうになりのぼるたぐひ

あれど, しかたぐふべ きもなしとならば,お ほかたの

おぼえをだにえらせたまはむ」 となむ,……

(「イ予[言」893-13)

[26]・ ……「この君たちさへみなすげな くしたまふ

に,た だ御前の御心のあはれにおはしませばさぶらふ

なり」とて,い とかやす く,い そしく,下郎,童べな

どのつかうまつ りたらぬ雑役をも,た ちはしりやす く

まどひありきつつ,心ざしをつ くして宮仕へ しありき

て,…… (「イ予I暑」909-9)

タラズ形一タラネ :1例

[27]「 いでや,心ばせのほどをおもへば,人 ともおぼ

えず,いでぎえはいとこよなかりけるに,な にごとい

ひゐたるぞ」とつぶやかるれど,い と′亡ヽ地なげなるさ

まは, さすがにしたらね|ゴ,いかがといふと, こころ

みに/じ めゆひし小萩がうへもまよはぬにいかなる露

(「 東屋」1838-1)

タラザリキ形―タラザリシ :1例

[28]か くのみなげきあか したまへるあけぼの,な が

め くらしたまへる夕暮などの しめやかなるをりをり

は,かのおしなべてにはおぼしたらざりし人々を御前

ちかくて,かやうの物語などをしたまふ。

(「幻」1406-14)

タラザナリ形―タラザナリ :1例

[29]「 かの大臣ももてはなれてもおぼしたらざなり。

女は宮仕をものうげにおぼいたなり」とうちうちの気

色も,さ るくはしきたよりあれば,も りききて,「 た

だ大殿の御おもむけのことなるにこそはあなれ。まこ
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との親の御心にだにたがはずは」と,こ の弁のおもと

にもせめたまふ。        (「 藤袴」928-10)

タラザメリ形一タラザメレ :1例

[30]大 将の君の御かよひところ,こ こかしことおぼ

しあつるに,「 この御虐、所,二条の君などばかりこそ

は,お しなべてのさまにはおぼしたらざめれば, うら

みの心もふかからめ」とささめきて,も のなどとはせ

たまへど, さしてきこえあつることもなし。

(「葵」293-13)

タラズナルベシ形―タラヌナルベシ :1例

[31]宮 たちときこゆるなかにも,筋 ことに世人おも

ひきこえたれば,い くたりもいくたりもえたまむこと

も, もどきあるまじければ,人 も,こ の御方いとほし

などおもひたらぬなるべし。  (「宿木」1727-14)

タラジ形 ―タラジ 三3例

[32]二 郎がかたられ とられたるも,い とおそろ しく

心 うくて,こ の豊後介をせむれば,「いかがはつか う

まつるべからむ。かたらひあはすべき人もなし。まれ

まれのはらからは,こ の監におなじ心ならずとて,な

かたがひにたり。この監督あたまれては,い ささかの

身じろきせむも,と ころせくなむあるべき。なかなか

なる目をやみむ」とおもひわづらひにたれど,姫君の

人しれずおぼいたるさまのいと′亡ヽくるしくて,い きた

らじとおもひしづみたまへる,こ とわりとおぼゆれ

ば,いみじきことをおもひかまへていでたつ。

(「 玉質」727-12)

[33]世 の中にもりきこえて,「前斎院,ね むごろにき

こえたまへばなむ,女五の宮などもよろしくおぼした

なり。にげなからぬ御あはひならむ」などいひける

を,対の上はつたえききたまひて, しばしは,「 さり

とも,さ やうならむこともあらばへだててはおぼした

(「朝顔」645-9)

[34]「 いで,さ いふとも田舎びたらむ。をさなくより

さるところにおひいでて,ふ るめいたたるおやにのみ

したがひたらむは」「母こそゆゑあるべけれ。よき若

人,童 など,都のやむごとなきところどころより類に

ふれてたづねとりて,ま ばゆくこそもてなすなれ」

「なさけなき人なりてゆかば,さ て心やすくてしもえ

おきたらじをや」などいふもあり。

(「 若紫」155-4)



西田 隆政 :源氏物語でのタラズ形 。ラズ形

タラデ形 三3例

[35]尼君,「いで,あ なをさなや。いふかひなうもの

したまふかな。おのがかく今日明日におぼゆる命をば

なにともおぼしたらで,雀 したひたまふほどよ。罪う

つることぞとつねにきこゆるを,心 うく」とて,「 こ

ちや」といへば,ついゐたり。 (「若紫」157-3)

[36]こ の春うせたまひぬる式部卿宮の御むすめを,

継母の北の方ことにあひおもはで,兄の馬頭にて人柄

もことなることなき心かけたるを,い とほしうなども

おもひたらで,さ るべきさまになむちぎるときこじめ

(「蜻蛉」1975-9)

[37]古 代の祖母君の御なごりにて,歯 ぐろめもまだ

しかりけるを,ひ きつくろはせたまへれば,眉 のめざ

やかになりたるもうつくしうきよらなり。心から,な

どかかううき世をみあつかふらむ,か く心くるしきも

のをもみてゐたらでとおぼしつつ,れいのもろともに

雛あそび したまふ。 (「末摘花」229-12)

タラズ形等の使用例は,以上の 37例である。これ

らの使用伊1か らすると,タ ラズ形には,以下のような

使用傾向があるとかんがえられる。

①連用形の使用例が思考動詞に集中すること

②連体形では特定の状態表現の例がみられる

③複合形の使用例があり助動詞キが下接すること

④あきらかな文の終止の例がみられないこと

⑤タラジ形・タラデ形の使用例も少数あること

①は,上接する動詞が限定されている点である。連

用形では,「おぼす」「おもふ」が [1]か ら [10]ま

でであり,そ れ以外は 2例のみである。これらの 10

例は,本来問題視すべきことがあるのに,そ れを軽視

していたという文脈で使用され,た とえば,[1]は 母

桐壺更衣の死という事態に際して′自、子光源氏はまだお

さないがゆえにかなしさも感じていないという例であ

る。これら10例 はいずれも助詞モとともに使用され

る。ほかに,「 トモ」「シモ」と,よ りその点が強調さ

れる使用例もある。「～も」ということで,モ で規定

されたことが軽視されることがしめされる。

このモと思考動詞との使用例は, タラズだけでな

く, タラヌの [20]か ら [24]の 5例 , タラデの

[35][36]の 2例 と,タ ラズ形のなかの 17例 と半数

をしめるものである。

②は,[13][14]の 「うちとけたらぬ」の 2例
,

[15]か ら [19]ま での「おしなべたらぬ」の 5例が

該当する。いずれも人の様子や行為を説明するための

修飾語句である。それも特定の動詞をもちいてのもの

であることが注意される。

③は,タ ラズ形にさらに助動詞が下接する例であ

る。 とくに,注意 されるのは,[28]の タラザ リシ

で,タ ラズに助動詞キが下接する。この例からする

と,タ ラズ形とザリキ形とは共起 しうるということと

なり,お なじ否定表現でのテンス・アスペクトをしめ

すものではありながら,同一のレベルで機能する表現

ではないとかんがえられる。

④は, タラズでの使用例が,基本的に従属節 として

機能 し,あ きらかに文の終止する例がないことと
,

「ゾータラヌ」のような係 り結びで文の終止をしめす

例 もないことを意味する。当然のことながら,ザラヌ

の例 も連体修飾をしめす連体節の例 と副詞節の例だけ

である。これは,ザ リキ形などが,ザ リキ (15例 )・

ザリツ (3伊1)0ザ リケリ (43例 )と ,終止形での文

末専用の例をもつこととは対照的な点である。

⑤では,タ ラジ形は文の終止をしめすが,こ れにつ

いては,タ ラム形との比較が必要であり,本稿では検

討を保留 したい。なお,タ ラズ形ではタラザナリ形・

タラザナリ形・タラズナルベシ形 と,い わゆるムー ド

をしめす推量系助動詞の下接する例のあることも特徴

である。

タラデ形は,さ きにもふれたように,[35][36]と

タラズの使用例 と類似 した用法である。

タラズ形は,使用例 も少数であるうえ,その使用例

も特定の動詞等に集中する。また,助動詞キと共起 し

て,タ ラザリキ形があることは,タ ラズ形の用法をか

んがえるうえで,重要な点である。

3-2 ラズ形の使用例

つぎに,源氏物語でのラズ形とラデ形の使用例をあ

げる。

ラズ形一ラズ 三4例

[38]あ ながちになどかかづ らひまどはば,た ふるる

方にゆるしたまひもしつべかめれど,つ らしとおもひ

しをりをり,いかで人にもことわらせたてまつらむと

おもひおきしわすれがたくて,正身ばかりには,お ろ

かならぬあはれをつ くしみせて,お ほかたにはいられ

おもへらず。せうとの君たちなども,な まねたしなど

のみおもふことおほか り。 (「蛍」821-10)

[39]ノ 亡ヽざしふかからむ男をおきて,み る目の前につ

らきことありとも,人の心をみしらぬやうににげかく
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れて,人をまどはじ″亡、をもみむとするほどに,ながき

世のものおもひになる,い とあぢきなきことなり。

「′亡、ふかしや」などほめたてられて,あ はれすすみぬ

れば,やがて尼になりぬかし。おもひたつほどは,い

と′亡ヽすめるやうにて,世にかへりみすべくもおもへら

ず,「いで,あ なかなし。かく,は た,お ぼしなりに

(「〒木」45-2)

[40]「 ことごとのすぢに,花や蝶やとかけばこそあら

め,わが″亡、にあはれとおもひ,も のなげかしきかたざ

まのことをいかにととふ人は,むつましうあはれにこ

そおぼゆれ。大宮のうせたまへりしを,い とかなしと

おもひしに,致仕の大臣のさしもおもひたまへらず,

ことわりの世のわかれに,お ほやけおほやけしき作法

ばかりのこを孝じたまひしに,つ らく′亡ヽづきなかりし

に,六条院のなかなかねむごろにのちの御ことをもい

となみたまうしが,わがかたざまといふなかにも,う

れしうみてたまつりし。……」  (「夕霧」1344-6)

[41]昼寝の君,風のいとあらきにおどろかされて
,

おきあがりたまへり。山吹,薄色などはなやかなる色

あひに,御顔はことさらにそめにほはしたらむやう

に,い とをかしくはなばなとして,い ささかものおも

ふべきさまもしたまへらず,「故宮の夢にみえたまひ

つる,い とものおぼしたる気色にて,こ のわたりにこ

そほのめきたまひつれ」とかたりたまへば,い とどし

くかなしさそへて,「 うせたまひてのち,い かで夢に

もみたてまつらむとおもふを,さ らにこそみたてまつ

らね」とて,ふ たところながら,いみ じくなきたま

坊ヽ。 (「総角」1649-13)

ラズ形一ラヌ :2例

[42]女 君は,君達におどろかされて,ゐ ざりいでた

まふにぞ,われもいまおきたまふやうにてよろづにう

かがひたまへど,えみつけたまはず。女は,か くもと

めむともおもひたまへらぬをぞ,げに懸想などなき御

文なりけりと″亡ヽにもいれねば,君達のあわてあぞびあ

ひて,雛つくりたまひすゑてあそびたまふ,……

(「夕霧」1333-11)

[43]「幸ひにうちそへて,な ほあやしうめでたかりけ

る人なりや。老の世に, もたまへらぬ中
」女子をまう

けさせたてまつりて,身 にそへてもやつしゐたらず,

やむごとなきにゆづれる′亡ヽおきて,こ ともなかるべき

人なりとぞききはべる」など,かつ御物語きこえたま

ラザリキ形―ラザリシ 三1例

[44]御 かたちなどなまめかしうきよらにて,か ぎり

なき御′亡ヽざしの年月にそふやうにもてなさせたまふ

に,めでたき人なれど,さ しもおもひたまへらざりし

気色′亡、ばへなどものおもひしられたまふままに,な ど

てわが′亡、のわかくいはけなきにまかせて,さ るさわぎ

をさへひきいでて,わが名をばさらにもいはず,人の

御ためさへなどおぼしいづるに,い とうき御身なり。

(「 澪標」484-10)

ラザリキ形―ラザリシカ :1例

[45]「 ……それにねたみて,つ ひに今のをばころして

しぞかし。さてわれもすみはべ らずなりにき。国にも

いみ じきあたら兵うしなひつ。また,こ のあやまちに

たるもよき郎党なれど,かかるあやまち したるもの

を,いかでかはつかはむとて,国のうちをもおひはら

はれ,すべて女のたいだいしきぞとて,館ののうちに

もおいたまへ らざりしかば,東の人にな りて,ま ま

も,今に,こ ひなきはべるは,罪ふかくこそみたまふ

れ。……」 (「浮舟」1912-11)

ラデ形 :1例

[46]や むごとなきよりも,典侍腹の六の君 とか,い

とす ぐれてをかしげに,心 ばへなどもたらひておひい

でたまふを,世のおぼえのおとしめざまなるべ きしも

か くあたらしきを′亡、くるしうおぼして,一条宮の,さ

るあつかひぐさもたまへらで,さ うざうしきに,むか

へ とりてたてまつ りたまへ り。

(「匂兵部卿」 1439-12)

ラズ形等の使用例は,以上の 9例である。これらの

使用例からすると,ラ ズ形には,以下のような使用傾

向があるとかんがえられる。

①使用例がタラズ形以上に少数であること

②連用形等で思考動詞の使用例がおおいこと

③複合形ラザリキ形の使用例があること

④文の終止とも考えられる使用例があること

⑤ラデ形の使用例があること

①については, タラズ形等が37例であるのに対し

て,わずか9例であり,助動詞り自体の使用数に比し

ても非常に少数である。

②は,タ ラズ形と同様の傾向であり,「おもふ」や

それに尊敬補助動詞の下接した「おもひたまふ」等の

ふ 。 (「少女」678-3)
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使用例がある。 [38][39][40][42][44]が 該当

し,半数以上が思考動詞であり,タ ラズ形同様に,助

詞モとともに使用され,状況をそれほど重要とは把握

していないことをしめす例が中心である。

③は,タ ラザリキ形が存在するように,ラ ザリキ形

も存在することである。

④は,タ ラズ形とは相違する点で,[38]1例 では

あるが,文の終止として,句点を付す可能性のたかい

夕Jが存在する。ただし,大部分が副詞節として,以下

の文脈につらなるものと理解可能で,タ ラズ形と,お

おきく相違するわけではない。

⑤は,[46]の ラデ形があり, タラズ形と同様の使

用傾向である。

なお, タラズ形とちがい,連体形タラヌの使用例が

少数であることから,タ ラズ形の③のような特定の状

態表現の使用例はない。これは助動詞り自体が,特定

の動詞「おもふ」「たまふ」等に使用が集中するとい

う点からすると,当然の結果ともいえる。

3-3 タラズ形とラズ形の使用傾向

以上検討してきたことからすると,ラ ズ形とタラズ

形の使用傾向は,ほぼ同様のものとみなしてよいとか

んがえられる。

とりわけ,注意されるのは,思考動詞等での特定の

使用傾向での例がおおいこと,助動詞キが下接するラ

ザリキ形・タラザリキ形が両者に存在すること,それ

に,文末で使用される例が非常にすくないことの 3点

である。

第 1の点は,タ ラズ形・ラズ形の使用数のすくない

ことにつながる。また,第 2の点は,タ リ・りとキ・

ツ・ケリが,タ リケリ・リキの例があるように,使用

される相互承接の順序がことなり,共起可能であるこ

とに通じる。これは,タ リ・りとキ・ツ・ケリは,否

定表現においては,文中での機能するレベルが相互承

接上からすると相違することになる。

第 3の点は,文末で使用されないということから,

文のテンス・アスペクトを確定する機能をもたないこ

とにつながる。しかし,助動詞タリ・り自体は,肯定

表現のタリ・りの語形で文末で使用されることは非常

におおく,西田 (2002)の 調査では,タ リが係 り結び

等もふくめて781例 , りも1064例である。

これは,助動詞キ・ケリ・ツが,肯定表現・否定表

現ともに文末で使用されるのとはおおきくことなって

いる5)。

そこで,こ の点 をさらに検証するために,副詞節で

の使用例が, どのような使用状況にあるのかを,次節

で検討する。

4 タラズ形 ・ラズ形の副詞節での使用例

さきにあげた,[1]か ら [12]ま でのタラズ形の例

では,タ ラズ形が使用される副詞節での文末の述語の

語形を確認すると,その大部分が,物語での「話」の

進行時点である「現在」をしめすものである。

たとえば,[1]の 「おぼしたらず」は「いふかひな

し」が文末述語である。この母桐壺更衣の死の話がつ

づくなかで,光源氏は「なにごとがあるのだろうかと

もおもいなさっていないで」と,「おもわない」とい

う1大態力滞陛続していることをしめしているとかんがえ

られる。そして,そ れが周囲のあわれをさそうことに

もなる, と文末述語でまとめられる。ここでの「おぼ

したらず」は,テ ンスの面では過去をしめすのではな

く,現在の状態をしめすものとみるべきであろう。

また,[2]は 「おぼしたらず」で文末述語が「おお

ぼしなやめり」,[7]は 「おもひたらず」が「色めき

たり」のように,タ リ・りの文末述語の例もあり,こ

れらも思考の結果が現在にまで状態として継続してい

ることをしめしているとみることができる。

そのようななかで,[5]と [9]が ,文末述語のテ

ンスが問題となる。

[5]で は,雨夜の品定めでの過去の女性との関係を

かたっているときに,相手の女性が自分のことを「た

まにしかこない人ともおもっていないで」いるのが,

′亡ヽぐるしかったとある。この例では,物語の現在から

すると,過去の時点での女性の心理状態を説明してい

る。

[9]で は,薫が夕霧右大臣の娘が匂宮の妻となった

ことに「残念ともおもっていない」うえに「あれこれ

と気づかいするのを」,夕霧右大臣がこにくらしいと

おもったとある。この例は地の文ではあるが,[5]と

同様の例とかんがえられる。

これら2例のばあい,あ る時点におけるなんらかの

心理状態を説明しているものである。おお くの例で

は,その時点が文末述語の時点と一致するのである

が,こ れらのように,物語の「話」の進行時点である

現在とことなる例もありうることになる。

しかし,[1]か ら [12]いずれの例も,あ る時点で

の状態の表現という点では通じるものがある。タラズ

形の副詞節での使用例は,物語の進行時点のテンスを

しめすだけのものではなく,あ る時点でのイ犬態を表現
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するものとして理解される。ただし,それはあくまで

も状態の表現であり,物語における過去の時点を積極

的にしめすものではない。

ザリキ形・ザリツ形・ザリケリ形が,文末表現専用

の終止形の使用例をもつのに対 して, タラズ形・ラズ

形は,連用形と終止形が同一の形態であり,それを明

確にしめすことができない。この点からすると,ザ リ

キ形・ザリツ形・ザリケリ形とタラズ形・ラズ形とで

は,文中での機能がことなるものとかんがえるべ きな

のである。

5お わ りに

源氏物語におけるタラズ形・ラズ形は,ザ リキ形・

ザリツ形・ザリケリ形と比較すると,その使用例 もす

くない。また, タラザリキ・ラザリキの使用例がある

ことから,タ ラズ形・ラズ形とザリキ形の文中でのは

たらきが相違するとかんがえられる。

さらに, タラズ形とラズ形が文末での使用例がほと

んどないことからも,その使用範囲の限定されている

ことが理解される。タラズ形・ラズ形は,源氏物語に

おいては,否定表現のテンス・アスペクトをしめす語

形としては,主要なものではないということになる。

源氏物語をはじめとする中古語の否定表現でのテン

ス・アスペクトについては,こ れらの語形の役割分

担,さ らにはもっとも基本的な語形である助動詞ズの

文学 。文化編 (2008年 3月 )

じめすテンス・アスペクトについて,検討する必要が

ある。これらについては,今後の課題としたい。

シ王

1)調査は,上 田他 (1996)に よる。

2)源氏物語の引用は,池田 (1953)に よる。その引用

に際して,適宜,かなづかいをあらため,濁 点をほど

こし,漢字をあて,句読点をつけた。また,必要に応

じて,下線を付した。

3)「みゆめる」とあるのを「みゆめれ」と諸本により校

訂。

4)「 もたまつらぬ」をあるのは「もたまへらぬ」と諸本

により校訂。

5)西田 (2002)の 調査では,そ れぞれ係 り結びの例も

ふ くめての文末使用例は,キ が 240例 ,ケ リが 1230

例,ツ が241例 である。
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